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《2012 年度第 2 回例会（総 55 回）：2012 年 12 月 8 日(土) 於：成城大学》
（Ⅰ）放馬灘秦簡に関する諸問題

海老根 量介（東京大学大学院人文社会系研究科）
甘粛省天水市の放馬灘 1号秦墓出土の『日書』甲・乙種、『志怪故事』の書写年代は、

秦王政八年（紀元前 239）冬～九年初とする説が有力とされている。しかし、これら
の秦簡中には、統一秦代の書写を窺わせる語が確認される。
①「辠」と「罪」
『日書』甲・乙種には「罪」字が用いられている。『説文解字』によれば、「罪」は

秦が「辠」と「皇」が似ていることを嫌い、代わりに用いさせた字であるという。出
土資料の状況もこれに合致しており、先秦期には「罪」字は見られず、全て「辠」字
を使う一方、秦統一後は基本的に「罪」を使う。このことより、放馬灘秦簡は秦統一
後の書写ということになる。
②「黔首」
「黔首」は、秦統一後に民の名称とされた語である。戦国期から秦代に下ると、出

土法律文書中の「百姓」は「黔首」に置き換えられている。
放馬灘秦簡『日書』においては、「民心」を改めたと思しき「黔首心」という奇妙

な語があるほか、睡虎地秦簡『日書』の「入人」と対応する「入黔首」という語があ
る。「人」は奴隷を指すと思われるが、「黔首」にはその意味はない。おそらく、「人」
を機械的に「黔首」に置き換えた結果、「入黔首」という意味不明の語ができてしま
ったと考えられる。
漢代、「黔首」は官文書中に見られず、孔家坡漢簡『日書』でも「入黔首」に対応

する語は「入人」となっている。以上より、放馬灘秦簡の書写年代は秦代で、漢代に
は下らないだろう。
③「殹」と「也」
「殹」は秦において、「也」は東方六国で用いられる語末助詞である。大西克也氏

によれば、秦統一後、「殹」は旧六国地域へも浸透したが、遅くとも二世皇帝元年に
は、秦は逆に「殹」を「也」に改めたため、「也」は標準語の地位を獲得し漢代に継
承された。放馬灘秦簡の「殹」・「也」の使用状況は、「殹」が「也」を大幅に上回っ
ていることから、秦代以前に書かれた可能性が最も大きい。
以上の三点より、放馬灘秦簡は従来言われているような戦国秦の抄本ではなく、秦

代のものであると結論づけられる。

（Ⅱ）孟子における『五行』の選択的受容をめぐって
末永高康（広島大学大学院文学研究科）

紀元前３００年頃という郭店楚墓の造営年代を受け入れ入るならば、そこから出土
した『五行（経）』の成立は孟子を溯ることになる。ここに「五行」に関する『荀子』
非十二子篇「子思唱之、孟軻和之」の記述をあわせるならば、『五行（経）』の作者は
子思である可能性が高いことになる。『五行（経）』と『孟子』は語句を共有し、また
告子上篇第十章から第十五章などに『五行』に示された「目」「譬」「喩」の実践を読
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みとることができ、孟子が『五行』の影響を受けていることは確かである。にもかか
わらず、仁義礼智聖の「五行」は『孟子』では尽心下篇第二十四章に痕跡的に残され
ているにすぎない。このことは孟子が『五行（経）』を選択的に受容したことを示し
ていよう。
『五行（経）』が「仁」「義」「礼」の端緒とするものを『五行（説）』は「仁気」「義

気」「礼気」に置き換えて解説していくのに対して、孟子は「惻隠」等の「心」を端
緒とする四端説をとなえていく。不動心体験を通じて「心」を「気」の上位にとらえ
る孟子にとっては仁義等の端緒もまた「心」によって語られなければならなかったの
である。「仁気」等を導入するならば、『五行』の「内に形れざる」「行」と「内に形
れたる」「徳の行」の区分は、「気」の感応の有無として理解されることになるが、孟
子の場合は「惻隠の心」が発動した段階で、すでに「仁」が内に形われたものとなっ
てしまい、「内に形れざる」「行」を設定することができない。不動心以後の孟子が理
解する「心」を語る限り、「行」と「徳の行」を区分し、そこに「智」「聖」や「人道」
「天道」の区分を結び付ける『五行』の図式は放棄されなければならなかったのであ
る。われわれはここに孟子による子思思想の選択的受容の一例を見る訳だが、「慎独」
や「誠」の思想、『易』の受容などについても同様の選択的受容がなされた可能性を
考慮していく必要が生じてきたと言えるであろう。

（Ⅲ）清華簡楚居の発現と楚国歴史地理研究
谷口 満（東北学院大学）

清華簡「楚居」にみえている地名の位置比定を論じた研究は、ここ二年半の間にほ
とんど無数といってよいほどの数が公表されているが、どの地名をとっても一つとし
て意見の一致するものがない。研究者の数だけ異論があるのである。よほど決定的な
出土文字資料でも出てこないかぎり、異論百出のまま、議論は今後もずっと平行線を
たどるであろう。
そのようなわけで、地名位置比定の結果が期待できないとなると、「楚居」を歴史

地理研究の資料として活用する方法は、戦国楚国の人々の歴史地理認識を「楚居」の
記事から読み取って、それが楚国歴史地理研究の懸案問題にどのような影響を及ぼす
かを云々するという、いわば間接的な方法しかなくなってしまうのである。本発表で
取り上げるのは、そのうちの次のような歴史地理認識である。
１．季連や穴熊という祖先は、ある河川を遡ってある勢力と結合したと伝えられて

いるから、後世の楚国の人々は、自らの祖先たちは、本来ある河川のある拠点による
水運に長じた一種族であったと認識していたことになる。その河川の候補としては、
陝西省東南部・河南省西南部・湖北省西北部＝漢水上流地区のいくつかの河川が有力
である。
２．武王の前の宵敖の居地宵は、南郡の銷（現荊門市北子陵鋪・石橋鎮一帯）とみ

てまちがいないであろうから、そこはすでに宜城を 50 ㎞あまり南に越えている。とす
ると、次の武王の居地郢は常識的に考えて宵の南でなければならず、一部の学説にい
う宜城楚皇城ではありえないことになる。
３．春秋晩期に勃発した闔廬入郢という有名な事件も「楚居」に記載があるが、こ

の郢が数多い“某郢”のうちのどの郢なのか判別が困難である。“為郢”であるとい
う意見が有力であるが、この郢はおそらく武王創建の郢であろう。
＊発表当日は、準備不足からあやふやな内容に終始してしまい、お聞きの皆さんに

さぞかし迷惑をおかけしたことと思う。お詫びするとともに、内容の詳細は同一論題
の論文として『東北学院大学論集・歴史と文化』49 号に掲載されて、ほどなく公表さ
れる予定であり、それをもって私見の正稿とさせていただきたいと思う。

《新刊紹介》
（Ⅰ）于振波著『簡牘与秦漢社会』
（湖南大学出版社、2012年 3月、368頁、40元）
著者の于振波氏は湖南大学嶽麓書院教授である。本書は秦漢期を対象とする論文 23

本からなり、一部を除いて過去 10年に雑誌に発表されたものを集成した論文集である。



- 3 -

全体は各論文の方向性から「田制与賦税」「職業・身分与階層」「基層行政制度」「法
律与社会」「簡牘雑考」の五部に分けられているが、そのいずれもが、居延漢簡に始
まり近年大量に出現している秦漢簡牘を利用し、文献史料と結合させつつ秦漢帝国の
在地社会に関する諸問題の解明に挑んだ論文である。近年の秦漢史研究における本流
とも言うべき手法に拠った、非常に手堅い印象を受ける論文が並んでおり、その議論
の展開（データの網羅的列挙と表化から論証が始まる）は特に日本の研究者にとって
容易に受容できるものであろうと思われる。従って、本書が今後多くの研究者によっ
て参照され、その論考をめぐる討議が進められることによって、著者が俎上にあげた
ような問題についての議論が一層深まることが期待される。

（Ⅱ）横田恭三著『中国古代簡牘のすべて』
（二玄社、2012年 5月、285頁、2800円）
著者の横田恭三氏は跡見学園女子大学文学部教授である。本書は、20 世紀初頭から

現在に至るまでに中国で発見された簡牘群 70 余件（すなわち主要なものは全て、と言
える）を紹介するガイドである。類似の書籍は中文書は勿論、和書にも存在するもの
の、本書はオールカラーで鮮明な図版を大量に掲載している点が大きな特徴である。
そのハンディな判型と価格を考えれば、その誌面の美麗さは特筆してよいだろう。解
説文は、出土の経緯・文章内容の概要・各種データといった必要不可欠な要素が十分
に記されているのは勿論のこと、それに加えて著者の研究テーマに由来し、字体・書
体・書風についての分析が充実している点を特徴とする。簡牘の研究史・筆記具・内
容分類・字句などに関するコラムも充実しており、初学者の入門用から研究者による
インデックスとしての利用まで、汎用性の高い書籍と言えるだろう。

（Ⅲ）清華大学出土文献研究与保護中心ほか編『古代簡牘保護与整理研究』
（中西書局、2012年 6月、372頁、80元）
本書は、正確には「清華大学出土文献研究与保護中心・北京大学出土文献研究所・

荊州文物保護中心・編」として出版されており、上記３研究センターの研究者を中心
とする 34 名の執筆者による論文集である。論文全 52 本のほとんどは 2010 ～ 12 年に
雑誌掲載もしくは学会発表された論考からなり、全体は「清華簡整理研究専題」「北
大簡整理研究専題」「簡牘文物保護研究専題」に三分される。そのうち、第三の専題
に含まれている論文は僅か５本であるが、その存在こそが本書を特徴付けていると言
える。すなわち、これらは出土簡牘の保護処理技術の確立を目的とした、簡牘を構成
する材料（木竹・編縄・塗料など）の科学的分析や保護処理の方針と技術の解説、そ
してその実例の紹介などからなるものである。我々はともすれば、「既にそこに提供
されている」史料に対して行われた研究に目を奪われがちであり、かつそのような研
究に没入しがちであるが、実際には出土資料には「発見」から「提供」に至るまでの
間に重要な過程が存在するのであり、本書のような構成は研究者に対してそのことを
改めて啓発するものとなるだろう。本書は分量的に見れば、清華簡・北大簡について
の最新の論考（概要紹介・釈読・史料的性格の研究など）を集成した書としての性格
が強いのであるが、それにも関わらず本書がこのタイトルで出版されたことは示唆的
であると考える。

（執筆：高津純也）

《寄贈書籍》
下記の書籍の寄贈を受けました。寄贈者の皆様に厚く御礼申し上げます。なお、2010

年度第 2 回理事会での取り決めにより、寄贈書籍は事務局所在機関の図書館で保管さ
れます。

・清華大学出土文献研究与保護中心より
『清華大學藏戰國竹簡（參）』、中西書局、2012年 12月。

2013年 2月 22日
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中國出土資料學會會長 小澤正人

《学会彙報》
○例会委員会より

・2012 年度第 2 回例会（総 55 回）が、2012 年 12 月 8 日（土）、成城大学を会場
に開催された。

○広報委員会より
本会のホームページ（http://www.shutsudo.jp/）は、グーグル等の検索エンジンから

「中国出土資料学会」で検索してもすぐに見つかります。

○ＨＰ委員会より
中国出土資料学会専用ドメイン

http://www.shutsudo.jp/ 取得に伴い、
①事務局用メールアドレスが変更になります。

office@shutsudo.jp
②会員を対象にご希望のメールアドレスを発行します。
メールアドレス発行ご希望の方は、
*****@shutsudo.jp となりますので、
*****部分を第２希望までご準備のうえ、
web@shutsudo.jpまでご連絡ください。

○会報委員会より
・2012年 7月 21日に開催された臨時総会において、「中國出土資料學會著作權規定」
が承認され、即日施行されました。本会報については第 46 号（2011 年 3 月発行）
から同規定が適用されます。対象となる各号掲載の著作物の利用に際しては、同規
定の定めるところにより処理されることになりますので、希望される方は、ＨＰ掲
載の利用申請書をダウンロードして事務局まで申請してください。
・年１回発行の雑誌『中國出土資料研究』が学問的成果を会員諸氏にとどまらず広
く内外の研究者に提供することを目的としているのに対し、年３回、例会・大会開
催時に合わせて発行される会報は新しい学術情報をできるだけ早く会員諸氏に提供
することを目的として編集されています。しかし編集委員会単独ではなかなか十分
な最新情報を入手することが容易ではありません。どうか会員各位におかれまして
は有益な情報を入手されたら、是非とも会報編集委員会に原稿の提供をお願い致し
ます。原稿は、事務局宛電子メールの添付ファイルとしてお送りください。
今後会報の内容を一層充実させるため、会員諸氏のふるってのご寄稿をお待ちし

ております。

○機関誌委員会より
（１）『中國出土資料研究』第 18号の締切について

2010 年度大会（2011 年 7 月 16 日開催）および 2011 年度大会（2012 年 3 月 10 日
開催）にて、『中國出土資料研究』の投稿要領改定が承認されております。第 18 号
の投稿締切日は、2013年 12月末日です。
ふるってご寄稿下さいますよう、お願い申し上げます。

（２）『中國出土資料研究』原稿送付先について
原稿の送付先は、会報末尾記載の事務局住所宛にお願いいたします。

○事務局より
住所変更等が生じた場合は、書面にて下記宛にご連絡下さい。

〒 113-0033 東京都文京区本郷７－３－１
東京大学文学部 大西研究室
中国出土資料学会（事務局）


